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市
原
養
豚
研
究
会
は
、
昭
和
59
年
に

設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
学
習
組
織
で
、

市
原
市
と
千
葉
市
の
養
豚
生
産
者
８
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
養
豚
経
営
の
確
立
と
会

員
相
互
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
月
１
回
、
定
例
研
修
会
（
以
下
、

定
例
会
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
昨
年
３
月
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
、
定
例
会
の
開
催
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
規
感
染
者

数
が
減
少
傾
向
と
な
っ
た
６
月
に
定
例

会
を
再
開
し
た
際
、
再
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
や
他
の

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
情
報
交
換
の
場
を
維
持
し
た
い
と

意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

会
員
全
員
で
リ
モ
ー
ト
会
議
に
挑
戦
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

リ
モ
ー
ト
会
議
に
使
用
す
る
機
器
は

全
員
が
所
持
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
モ
バ
イ
ル
端
末
に
慣
れ

て
い
な
い
会
員
も
多
く
、
初
め
は
戸
惑

う
こ
と
の
連
続
で
し
た
。
そ
れ
で
も
諦

め
る
こ
と
な
く
、
会
員
同
士
が
機
器
の

操
作
を
教
え
合
い
な
が
ら
リ
モ
ー
ト
会

議
の
練
習
を
続
け
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
第
二
波
で
再
び
集
ま

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
12
月
か
ら

は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
定
例
会
を
本
格

的
に
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
定
例
会
は
、
リ
モ
ー
ト

会
議
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
会
議
は
自
宅
か
ら
参
加
で

き
る
こ
と
か
ら
、
会
場
ま
で
の
移
動
時

間
の
短
縮
と
な
る
利
点
が
あ
る
一
方

で
、
実
際
に
集
ま
っ
て
話
し
合
う
こ
と

の
大
切
さ
も
改
め
て
実
感
し
た
一
年
で

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
家

畜
伝
染
病
等
、
会
員
の
危
機
意
識
が
高

ま
る
中
、
今
後
も
会
員
相
互
の
連
帯
感

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
こ
と
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
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会員が集まって行う定例会の様子
（令和２年８月）

自宅からリモートによる定例会に
参加する会員（令和３年６月）

近
年
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た
ブ
ド
ウ

や
イ
チ
ゴ
等
の
優
良
品
種
が
海
外
に
流

出
し
、
第
三
国
で
産
地
化
さ
れ
る
事
例

が
あ
り
、
我
が
国
農
産
物
の
輸
出
に
影

響
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

長
い
時
間
を
か
け
て
優
良
な
品
種
を
開

発
し
て
も
、
無
断
で
栽
培
さ
れ
た
場

合
、
育
成
者
の
利
益
が
損
な
わ
れ
、
国

内
で
の
品
種
開
発
が
滞
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
育
成
者
の
権
利
を
守
る
と

と
も
に
、
農
業
者
が
優
良
な
品
種
を
持

続
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
、
本
年
４
月
（
一
部
は
来
年
４
月
）

よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
営
農
上
、
関
係
が
深
い
と

思
わ
れ
る
点
を
紹
介
し
ま
す
。

１
登
録
品
種
の
増
殖
は
許
諾
に
基
づ
き

行
う

　

（
令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

　

登
録
品
種
と
は
、
新
品
種
の
育
成
者

が
種
苗
法
に
基
づ
く
手
続
き
を
し
て
登

録
さ
れ
た
品
種
を
い
い
ま
す
。
登
録
品

種
を
増
殖
す
る
場
合
は
、
育
成
者
の
許

諾
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
許
諾
手
続
き
は
団
体
（
農
協

等
）
が
ま
と
め
て
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。

２
国
内
の
栽
培
地
域
指
定
（
指
定
地
域

外
の
栽
培
の
制
限
）

　

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

　

育
成
者
は
、
指
定
地
域
以
外
で
の
栽

培
（
収
穫
物
の
生
産
）
を
制
限
す
る
旨

の
条
件
を
、
農
林
水
産
省
に
届
け
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
育

成
者
が
指
定
す
る
地
域
以
外
で
栽
培
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
育
成
者
が
指
定
し
た
地
域
以

外
で
も
、
許
諾
を
受
け
れ
ば
栽
培
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
登
録
品
種
の
表
示
の
義
務
化

　

（
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

　

登
録
品
種
の
譲
渡
や
広
告
等
を
行
う

際
の
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
内
栽
培
地
域
や
輸
出
の
制
限

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
も
表
示
し
ま

す
。

　

譲
渡
す
る
と
き
は
、
後
述
の
表
示
事

項
を
種
苗
の
袋
や
缶
等
に
直
接
表
示
す

る
か
、
表
示
事
項
を
記
載
し
た
証
票
を

種
苗
に
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
広
告
自
体
（
カ
タ
ロ
グ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
）
に
も
表
示
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

（
必
要
な
表
示
事
項
）

〇
登
録
品
種
名
及
び
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か

①
「
登
録
品
種
」
の
文
字

②
「
品
種
登
録
」
の
文
字
及
び
品
種
登

録
の
番
号

③
省
令
に
定
め
る
標
章
（
Ｐ
Ｖ
Ｐ
マ
ー

ク
）

○
国
内
の
栽
培
地
域
や
輸
出
が
制
限
さ

れ
て
い
る
場
合

①
△
△
内
の
み
栽
培
可
及
び
海
外
持
出

禁
止
（
農
林
水
産
省
の
Ｈ
Ｐ
を
参

照
）

②
海
外
持
出
禁
止
（
農
林
水
産
大
臣
公

示
有
）
等
の
省
令
に
規
定
さ
れ
た
文

字
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
県
農
業
の
担
い
手
及
び
指
導
者
を

目
指
す
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

農
学
科
80
名
、
研
究
科

20
名
（
推
薦
入
学
で
募
集
す
る
者
を

含
む
）

▼
試
験
期
日　

【
推
薦
入
学
】
令
和
３

年
10
月
26
日
（
火
）

　

【
一
般
入
学
】
Ａ
日
程
：
令
和
４
年

１
月
７
日
（
金
）
Ｂ
日
程
：
令
和
４

年
２
月
15
日
（
火
）

▼
願
書
受
付　

【
推
薦
入
学
】
令
和
３

年
９
月
24
日
（
金
）
〜
10
月
８
日

（
金
）
【
一
般
入
学
】
Ａ
日
程
：
令

和
３
年
12
月
３
日
（
金
）
〜
12
月
16

日
（
木
）
Ｂ
日
程
：
令
和
４
年
１
月

24
日
（
月
）
〜
２
月
４
日
（
金
）

▼
試
験
実
施
場
所　

千
葉
県
立
農
業
大

学
校
山
武
校　

山
武
市
大
木
13　
　

旧
山
武
市
立
山
武
西
小
学
校

▼
問
合
せ　

千
葉
県
立
農
業
大
学
校
東

金
校
試
験
事
務
局

☎
０
４
７
５
（
５
２
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２
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千
葉
県
で
近
年
、
発
生
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
は
、

も
と
も
と
外
国
か
ら
人
が
持
ち
込
み
野

生
化
し
た
も
の
で
、
水
田
で
は
定
植
直

後
の
苗
を
食
害
し
ま
す
。

　

現
在
、
千
葉
農
業
事
務
所
管
内
で

は
、
一
部
地
域
で
の
発
生
に
留
ま
っ
て

お
り
、
今
後
発
生
の
拡
大
を
抑
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

１　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
と
は

　

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
姿
は
マ
ル
タ

ニ
シ
に
似
て
い
ま
す
が
、
排
水
路
な
ど

に
目
立
つ
ピ
ン
ク
の
卵
塊
を
産
み
つ
け

る
の
が
大
き
な
違
い
で
す
（
タ
ニ
シ
は

体
内
で
卵
を
か
え
し
、
稚
貝
を
産
み
ま

す
）
。

　

雑
食
性
で
、
稲
は
３
〜
４
葉
齢
ま
で

の
若
い
苗
を
食
べ
ま
す
。
亜
熱
帯
地
域

に
住
む
カ
イ
な
の
で
、
15
〜
35
度
の
水

温
で
摂
取
活
動
を
し
ま
す
。
14
度
以
下

に
な
る
と
土
の
中
に
も
ぐ
り
、
じ
っ
と

し
て
越
冬
し
ま
す
。

２　

防
除
方
法

⑴
侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置

　

水
田
へ
の
主
な
侵
入
経
路
は
用
水
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
水
田
の
取
水
口
に

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
土
中

の
稚
貝
が
耕
う
ん
や
代
か
き
時
に
機
械

に
付
着
し
て
未
発
生
田
へ
持
ち
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
発
生
田
で
の
機
械
作
業
は

最
後
に
行
い
、
作
業
後
は
機
械
を
洗
浄

し
て
稚
貝
と
泥
を
落
と
し
ま
す
。

⑵
移
植
後
は
浅
水
管
理

　

カ
イ
は
水
の
あ
る
場
所
に
集
ま
り
ま

す
。
水
深
４
㎝
以
下
に
管
理
し
、
移
動

を
制
限
し
て
苗
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
発
生
が
４
月
下
旬

な
の
で
、
早
め
の
田
植
え
や
大
苗
の
利

用
で
食
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
も
有
効
で
す
。

⑶
薬
剤
防
除

被
害
の
大
き
い
水
田
は
、
薬
剤
防
除

を
し
ま
し
ょ
う
。(

登
録
薬
剤
は
表
参
照)

⑷
卵
塊
の
除
去

　

濃
い
ピ
ン
ク
色
の
卵
は
水
中
で
は
呼

吸
が
で
き
な
い
た
め
、
卵
塊
を
草
な
ぎ

な
ど
で
水
に
落
と
し
ま
す
。

⑸
冬
の
耕
う
ん

　

冬
期
、
ほ
場
の
土
が
固
く
乾
い
て
い

る
時
に
、
回
転
数
を
上
げ
て
丁
寧
に

ロ
ー
タ
リ
ー
を
か
け
、
土
に
潜
っ
て
い

る
カ
イ
を
寒
さ
に
あ
て
た
り
粉
砕
し
た

り
し
て
、
大
き
な
越
冬
カ
イ
を
な
く
し

ま
す
。

３　

市
原
市
で
の
取
組
み

10
年
以
上
前
か
ら
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
が
発
生
し
て
い
る
地
区
で
、
昨
年

度
、
集
落
ぐ
る
み
で
防
除
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
４
月
に
取
水
口
に
ネ
ッ
ト
を

設
置
し
、
ス
ク
ミ
ン
ベ
イ
ト
３
を
散
布

し
ま
し
た
。
５
月
中
旬
に
卵
塊
落
と

し
、
６
月
に
は
農
林
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
を
招
い
て
講
習
会
を
行

い
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
実
践
に
移
し

て
冬
期
に
２
回
以
上
の
耕
う
ん
と
溝
掃

除
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
度
、

カ
イ
の
姿
は

見
ら
れ
た
も

の
の
被
害
は

減
少
し
、
集

落
で
取
り
組

ん
だ
成
果
は

徐
々
に
実
っ

て
い
ま
す
。

第 153 号 ⑵普 及 だ よ り
　

千
葉
市
緑
区
の
柴
裕
一
さ
ん
（
58

歳
）
は
、
秋
冬
に
ん
じ
ん
の
共
選
出
荷

を
主
力
と
し
、
そ
の
ほ
か
に
直
売
所
や

学
校
給
食
向
け
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
千
葉
み
ら
い

千
葉
東
部
地
区
出
荷
組
合
連
合
会
人
参

部
会
長
を
務
め
、
令
和
２
年
度
に
は
千

葉
県
指
導
農
業
士
に
認
証
さ
れ
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

○
栽
培
技
術
に
磨
き
を
か
け
て

　

「
秋
冬
に
ん
じ
ん
の
栽
培
を
す
る
上

で
重
要
な
の
が
、
は
種
前
後
の
か
ん

水
」
と
語
る
柴
さ
ん
。
に
ん
じ
ん
の
種

が
夏
の
高
温
で
煮
え
な
い
よ
う
に
、
か

ん
水
作
業
を
工
夫
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
酷
暑
の
中
で
の
か
ん
水
作
業
は
身

体
に
堪
え
ま
す
が
、
一
斉
発
芽
を
促
し

収
穫
本
数
を
揃
え
る
た
め
に
は
欠
か
せ

な
い
作
業
で
す
。
ま
た
、
経
営
ス
タ
イ

ル
に
合
っ
た
秋
冬
に
ん
じ
ん
の
栽
培
体

系
を
確
立
す
る
た
め
に
、
は
種
日
や
肥

料
成
分
量
を
変
え
た
試
験
栽
培
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

○
新
た
な
作
型
へ
の
挑
戦

　

令
和
元
年
度
に
、
新
た
に
春
夏
に
ん

じ
ん
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
２
作
目
と
な
る
今
作
で
は
、
前
年

度
の
反
省
を
生
か
し
、
か
ん
水
等
の
技

術
改
善
を
し
ま
し
た
。　
　

　

数
年
前
に
就
農
し
た
２
人
の
後
継
者

と
と
も
に
栽
培
技
術
の
研
鑽
を
重
ね
新

た
な
挑
戦
を
続
け
る
柴
さ
ん
。
今
後
の

更
な
る
経
営
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

山
﨑
宏
洋
さ
ん
（
39
歳
）
は
、
八
千

代
市
で
梨
を
中
心
に
、
ぶ
ど
う
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
、
水
稲
、
露
地
野
菜
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
に
農
業
士

に
認
証
さ
れ
、
地
域
農
業
を
牽
引
す
る

一
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
顧
客
目
線
で
直
売
所
を
充
実

　

八
千
代
市
の
梨
生
産
者
は
自
身
の
直

売
所
を
持
つ
方
が
多
く
、
山
﨑
さ
ん
も

そ
の
一
人
で
す
。
直
売
所
経
営
は
、
そ

の
成
果
が
直
接
収
入
に
結
び
つ
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
非
常
に
重
要
で
す
。　
　

　

山
﨑
さ
ん
は
、
直
売
所
を
訪
れ
る
お

客
さ
ん
の
要
望
に
耳
を
傾
け
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
し
、
梨
と
一
緒

に
ぶ
ど
う
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
昨
年
度
か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。

○
令
和
２
年
度
に
ち
ば
ア
グ
リ
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
経
営
塾
を
受
講

　

山
﨑
さ
ん
は
、
令
和
２
年
度
に
経
営

の
維
持
・
発
展
を
目
的
と
し
て
、
ち
ば

ア
グ
リ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
経
営
塾
を
受

講
し
ま
し
た
。
経
営
塾
で
は
、
経
営
計

画
の
作
成
と
そ
の
実
践
に
向
け
た
具
体

的
な
助
言
等
を
受
け
、
目
標
実
現
へ
動

き
始
め
て
い
ま
す
。

○
八
千
代
市
の
梨
を
広
め
た
い

　

八
千
代
市
は
１
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る
梨
産
地
で
す
。
今
後
、
よ
り
産

地
と
し
て
の
知
名
度
を
上
げ
て
い
く
に

は
、
生
産
強
化
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
継

続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
山
﨑
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

第 153 号⑶ 普 及 だ よ り

美
味
し
い
梨
を
長
く
た
く
さ
ん
の

美
味
し
い
梨
を
長
く
た
く
さ
ん
の

人
へ
届
け
た
い

人
へ
届
け
た
い

〜
八
千
代
市

〜
八
千
代
市 

山
﨑
宏
洋
さ
ん
〜

山
﨑
宏
洋
さ
ん
〜

美
味
し
い
梨
を
長
く
た
く
さ
ん
の

人
へ
届
け
た
い

〜
八
千
代
市
山
﨑
宏
洋
さ
ん
〜

に
ん
じ
ん
栽
培
に
磨
き
を

に
ん
じ
ん
栽
培
に
磨
き
を

か
け
る

か
け
る〜千

葉
市

〜
千
葉
市 

柴　

裕
一
さ
ん
〜

柴　

裕
一
さ
ん
〜

に
ん
じ
ん
栽
培
に
磨
き
を

か
け
る〜千

葉
市
柴　

裕
一
さ
ん
〜

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
和
名
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の
防
除

梨の新梢管理を行う山﨑さん。
高品質な梨を作るには収穫前の
作業も大切です。

カイは越冬して年々、大きくなります。
貝高２cm以上のカイが被害を発生させます。

ピンク色の卵塊
大きなカイが大きな
卵塊を産みます。

作付前のほ場管理を行う柴さん。
秋冬にんじん栽培には特に力を注いでいます。

（苗箱処理剤）

パダン粒剤４
（本田施用剤）

スクミノン

スクミンベイト３
キタジンＰ粒剤

播種前に土壌混和又は移植日当日
　　　／1回以内

収穫60日前まで／2回以内
発生時
本田初期／2回以内

食害防止

殺貝（食毒剤）
殺貝（食毒剤）+食害防止
殺貝+食害防止

薬剤名 備考使用時期／使用回数

表　主な防除薬剤

＊使用の際は、ラベルの内容を確認し、使用量等守ってください。


